
第6回東京大学医学部附属病院22世紀医療センターシンポジウム
産学官連携の架け橋
「医薬品・医療機器開発とレギュレーション」

基調講演基調講演

「「2222世紀医療センター世紀医療センター77年間のあゆみ」年間のあゆみ」世紀医療 ンタ世紀医療 ンタ 年間のあゆみ」年間のあゆみ」

22世紀医療センター
中村 耕三 （センタ 長）中村 耕三 （センター長）
後藤田貴也 （臨床分子疫学）
垣見 和宏 （免疫細胞治療学）



２２世紀医療センターの概念２２世紀医療センターの概念

臨床ならびにサービスを通じて実践的に研究

⼤学・⼤学病院 臨床
22世紀

医療センタにおける研究 臨床医療センター

優良な医療やヘルスケアサービスの提供優良な医療や ルスケアサ ビスの提供
新たな医療産業の創造へ



産学連携産学連携
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産学連携スキーム産学連携スキーム産学連携スキ ム産学連携スキ ム

研究成果

企業 ⼤学
（親講座）

寄付⾦
（親講座）

寄付講座

社会



先端医療開発研究クラスター

疾患科学、予防医学
⼯学

東⼤病院診療科・診療部

２２世紀医療センター

対
象

２２世紀医療センタ
医⼯連携部

ティッシュエンジニアリング部
象 医療ナノテク⼈材養成ユニット

ゲノム医療情報部ＣＢＩ

世紀
疾患⽣命⼯学センター

⽣命・医療倫理⼈材養成講座

⼤学院講座（医学、⼯学、薬学）

２１世紀ＣＯＥ

展開度

⽣命科学

基礎研究 トランスレ ショナル研究
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展開度基礎研究 トランスレーショナル研究



東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター東京大学医学部附属病院トランスレーショナルリサーチセンター

学内のTRネットワークを形成し、部局毎に蓄積された基礎研究の成果を統合的かつ迅速に臨床研究に橋渡
しするために、TRを強力に推進支援する拠点。 平成18年度に東大病院にTRセンターが発足。（HPより）

•疾患の病態、診断、治療の研究を東大病院で実用化するための支援
•他部局、学外機関、産業界とも連携して、シーズの掘り起こし、ニーズとシーズのマッチン
グ 人材育成 インフラ整備 知財管理 などを推進グ、人材育成、インフラ整備、知財管理、などを推進
•TR研究のプロトコール作成支援、臨床試験物製造と品質管理の支援
•安全性評価、TR教育、臨床研究者に対する情報提供、学内外への情報発信
•TRに関連する大型研究の支援

TRセンターは

TRをサポートする組織

２２世紀医療センターは

TRを実践する組織





平成16年（2004年）

東京大学病院だよりから抜粋



平成17年（2005年）



平成17年（2005年）



平成18年(2006年)



２００２年８月 ２２世紀医療センター構想検討開始
年 月 公募開始

2222世紀医療センターのあゆみと所属講座の変遷世紀医療センターのあゆみと所属講座の変遷

２００２年１２月 公募開始
２００３年３月 プロジェクト開始の発表

２００４年４月 国立大学法人東京大学
2006年1月 学内の正式な組織として発足

２００３年６月 ２２世紀医療センター建築工事開始 中央診療棟2開院（22世紀医療センター）

2004 2005 2006 2007 2008 2009 20102004 2005 2006 2007 2008 2009 2010

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112 1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

1 佐川急便「ホスピタル・ロジスティクス」

2 臨床分子疫学（田辺三菱製薬）

3 免疫細胞治療学（メディネット）

4 健診情報学（NTTデータ） 健康空間情報学

5 腎疾患総合医療センタ （腎疾患総合医療学）5 腎疾患総合医療センター（腎疾患総合医療学）

6 統合的分子代謝疾患科学

7 先端臨床医学開発

8 加圧トレーニング・虚血循環生理学

9 健康医科学創造

10 関節疾患総合研究

11 医療経営政策学

12 コンピュータ画像診断学／予防医学（ハイメディック・ＧＥ横河メディカルシステム）

13 医療環境管理学

14 臨床運動器医学

15 医療安全管理学（東京海上日動）

16 臨床薬効評価学

17 分子循環代謝病学（第一三共株式会社）

18 医療品質評価学

19 抗加齢医学

20 統合画像情報学(富士フイルム）

21 薬理動態学

22 臨床試験データ管理学

2009年1月 第4回22世紀医療センター
シンポジウム開催

22 臨床試験デ タ管理学

23 重症心不全治療開発

2005年11月 第1回22世紀医療センターシンポジウム開催（単独）

2006年12月 第2回22世紀医療センターシンポジウム開催
（第3回先端医療開発研究クラスターと共催

2010年2月 第5回22世紀医療センター
シンポジウム開催

2008年1月 第３回22世紀医療センターシンポジウム開催
（先端医療開発シンポジウムと共催）





研究開発 医療政策・社会医学・医療情報・データベース研究開発
臨床分子疫学
統合的分子代謝疾患科学
先端臨床医学開発
（医療環境管理学）

医療政策 社会医学 医療情報 タ
（佐川急便「ホスピタル・ロジスティックス」）
（健康情報学）
健康医科学創造
医療経営政策学（医療環境管理学）

（臨床薬効評価学）
分子循環代謝病学
抗加齢医学

医療経営政策学
医療安全管理学
医療品質評価学
臨床試験データ管理学抗加齢医学

統合画像情報学
薬理動態学

（７講座）

臨床試験デ タ管理学

健康空間情報学＊

（６講座）

臨床
免疫細胞治療学

学融合の拠点！学融合の拠点！
免疫細胞治療学
加圧トレーニング・虚血循環生理学
関節疾患総合研究
コンピュータ画像診断学/予防医学

２２世紀医療センター
寄付講座 １９講座 （終了４講座）
社会連携講座 １講座

臨床運動器学
重症心不全治療開発
腎疾患総合医療学

（７講座）

社会連携講座 １講座

（７講座）



２２世紀医療センター２２世紀医療センター
現在の活動状況現在の活動状況現在の活動状況現在の活動状況



競争的研究費獲得状況

（単位 千円）

講座数 (16) (20)             (22)             (23)            (21) (20)



論文発表数 （英文）

講座数 (16) (20) (22) (23) (21) (20)講座数 (16) (20)                  (22)                  (23)                  (21) (20)   



論文発表数 （和文）

講座数 (16) (20) (22) (23) (21) (20)講座数 (16) (20)                  (22)                  (23)                  (21) (20)   



特許申請数

国内 ４３
国外 ３２国外
合計 ７５

講座数 (16) (20) (22) (23) (21) (20)講座数 (16) (20)               (22)              (23)               (21) (20)   



2222世紀医療センタ で活動している人世紀医療センタ で活動している人2222世紀医療センターで活動している人世紀医療センターで活動している人

人数

特任教授 3
特任准教授 20
特任助教 24特任助教 24

非常勤研究員 17
派遣研究員 6究員

大学院生 21
実験補助員 11
事務職員 11
その他 20

合計 133

２２世紀医療センター
寄付講座 講座

合計 133

寄付講座 １９講座
社会連携講座 １講座



2222世紀医療センターセミナーシリーズ世紀医療センターセミナーシリーズ
毎月1回（8月と3月を除く）毎月1回（8月と3月を除く）
所属講座の研究成果を中心に発表

第28回セミナー
日時 平成２２年１０月 日(木) １６ ００ １ ００日時：平成２２年１０月７日(木) １６：００～１７：００
講演１：「加圧トレーニング法の最近の研究」

中島敏明 (加圧トレーニング・虚血循環生理学講座 特任准教授)
森田敏宏 (加圧トレーニング・虚血循環生理学講座 特任研究員)

講演２ 「社会における医療安全支援の取り組み講演２：「社会における医療安全支援の取り組み」
原田賢治（医療安全管理学講座 特任助教）

第29回セミナー
日時 平成２２年１１月４日(木) １６ ００ １７ ００日時：平成２２年１１月４日(木) １６：００～１７：００
講演１：「大規模縦断コホート研究による運動器疾患の発生率、危険因子の解明-The ROAD Study-」

村木重之（臨床運動器医学講座 特任助教)
講演２：「運動器疾患における自動画像診断システムの開発 -The ROAD Study-」

岡 敬之 (関節疾患総合研究講座 特任助教)岡 敬之 (関節疾患総合研究講座 特任助教)
講演３： 「ビタミンKの受容体を介する新しい作用メカニズム」

井上 聡（抗加齢医学講座 特任教授）

第30回セミナ第30回セミナー
日時：平成２２年１２月９日(木) １６：００～１７：００
講演１：「SHRの遺伝解析により同定された内臓脂肪蓄積関連遺伝子SLC22A18と脂肪蓄積メカニズム」

山本隆史（臨床分子疫学 特任助教）
講演２ 「メタボリ クシンドロ ムにおける脳内酸化ストレス増大による交感神経活動亢進の役割」講演２：「メタボリックシンドロームにおける脳内酸化ストレス増大による交感神経活動亢進の役割」

藤田 恵（分子循環代謝病学講座 特任助教）



産学連携メディカルフロンティアセミナー産学連携メディカルフロンティアセミナー産学連携メディカルフロンティアセミナ産学連携メディカルフロンティアセミナ
学外から各分野のエキスパートを講師として招聘し、より専門的な知識を深める

第13回産学連携メディカルフロンティアセミナー第13回産学連携メディカルフロンティアセミナ
日 時： 平成23年1月24日(月) 18:00～19:00
場 所： 東京大学山上会館
演 題： 再生医療におけるレギュラートリーサイエンスの最新動向
演 者： 梅澤明弘 国立成育医療センター研究所生殖医療研究部 部長演 者： 梅澤明弘 国立成育医療センタ 研究所生殖医療研究部 部長
共 催： 抗加齢医学講座

第14回産学連携メディカルフロンティアセミナー
日 時： 平成22年12月2日(木) 14:00～17:30日 時： 平成22年12月2日(木) 14:00 17:30
場 所： 東京大学医学部附属病院 中央診療棟2 7階大会議室
演 題： サイトカイン多項目同時測定テクノロジーの有効性
演 者： 大崎由佳 バイオ･ラッドラボラトリーズ株式会社 アプリケーションスペシャリスト
共 催： 免疫細胞治療学(メディネット) 講座共 催： 免疫細胞治療学(メディネット) 講座

第15回産学連携メディカルフロンティアセミナー
日 時： 平成23年1月7日(金) 16:00～17:00
場 所： 東京大学医学部附属病院入院棟 15階大会議室場 所 東京大学医学部附属病院入院棟 15階大会議室
演 題： 植込み型補助人工心臓在宅安全管理における人体通信技術
演 者： 根日屋英之 株)アンプレット 代表取締役 社長
共 催： 重症心不全治療開発講座



社会活動・主催行事社会活動・主催行事
医療安全管理学

年 月 日 内容
2010年4月9日 ｢日本医療安全調査機構への期待｣第110回日本外科学会 定期学術集会講演

2010年4月24日 ｢医療安全 紛争対応の展望 次の10年を考える｣第113回日本小児科学会 学術集会講演2010年4月24日 ｢医療安全・紛争対応の展望 次の10年を考える｣第113回日本小児科学会 学術集会講演

2010年5月11日 座談会「安全にERを行うためのリスクマネジメントと医療安全」ERマガジン座談会

2010年5月26日 医療安全支援センター 代表者ジョイントミーティング講演
（対象：医療安全支援センター職員など）

2010年5月29日 「医療紛争と医療安全」第83回日本整形外科学会 学術総会講演2010年5月29日 「医療紛争と医療安全」第83回日本整形外科学会 学術総会講演
2010年6月29日 「医事関係紛争の現状と課題」国立病院機構 院長研修会講演
2010年7月2日 「医療紛争の現状と対応」日本病院会 平成22年度医療安全管理者養成講習会講演

2010年9月11日 「医療安全と紛争対応の１０年の歩み～次の１０年を考える」岡山県医師会・岡山県病院協会 特別講演会

2010年度 東京大学法学部「医事法」
2010年度 東京大学大学院法学政治学研究科「現代法の基本問題（生命倫理と法）」
2010年度 東京大学大学院医学系研究科公共健康医学専攻「医療安全管理学」「医療安全管理学実習」

2010年度 東京医科歯科大学知的財産本部ライフサイエンス分野知的財産評価人材養成プログラム「生命倫理」

関節疾患総合研究・臨床運動器医学

2010年11月28日
市民公開講座 ロコモティブシンドロームの基礎知識

～寝たきりにならないために～

臨床試験データ管理学

2009年10～12月 臨床研究方法論セミナー（対象：医療関係者、企業、行政）

2010年10～12月 臨床研究方法論セミナー（対象：医療関係者、企業、行政）



重症心不全治療開発

年 月 日 内容

2010/4/17～18
2010/10/30

2010/11/2７～28

第４回 補助人工心臓研修コース(対象：医師・コメディカル）
小児心臓移植 国際学術講演会(対象：医師・コメディカル）
第５回 補助人工心臓研修コース(対象：医師・コメディカル）

年 心臓 生 療統合パネ デ2010年11月18日 人工心臓・再生医療統合パネルディスカッション
(東京大学医学部重症心不全治療開発講座・第48回日本人工臓器学会大会共催)

2010年11月19日・20日 第48回日本人工臓器学会アカデミック展示 2件

腎疾患総合医療学

年 月 日 内容

２０１０年度は以下の２３施設から腎臓内科医師（２７名）、腎臓病看護師（１５名）の研修の受け入れを

腎疾患総合医療学

２０１０年度

０ ０年度は以下の ３施設から腎臓内科医師（ 名）、腎臓病看護師（ ５名）の研修の受け入れを

受け入れを行った。今年度の受け入れ医療機関は以下の通りである。千葉大学、旭中央病院、沖縄県

立中部病院、沖縄県立北部病院、沖縄県立南部病院、昭和大学藤が丘病院、湘南中央病院、社会保

険滋賀病院、星総合病院、自治医大、仙石病院、名古屋共立病院、聖マリア病院、岐阜大学、西神戸

医療センター、大阪大学、県立延岡病院、社会保険江南、三井記念病院、三豊総合病院、南生協病院、

免疫細胞治療学

医療センタ 、大阪大学、県立延岡病院、社会保険江南、三井記念病院、三豊総合病院、南生協病院、

大阪厚生年金病院、白鷺病院。

免疫細胞治療学

年 月 日 内容

2010/8/7 がん患者さんのための公開講座：これからの人生を豊かに「こころと免疫」 特定非営利活動
法人 がん患者団体支援機構との共催 対象：一般市民・がん患者とその家族

2010/9/2

法人 がん患者団体支援機構との共催 対象 般市民 がん患者とその家族
T細胞機能評価の標準化に関する世界の動向について（公開セミナー）
「Paul V. Lehmann博士講演会」 （対象：医師,研究者）



研究開発 医療政策・社会医学・医療情報・データベース研究開発
臨床分子疫学
統合的分子代謝疾患科学
先端臨床医学開発
（医療環境管理学）

医療政策 社会医学 医療情報 タ
（佐川急便「ホスピタル・ロジスティックス」）
（健康情報学）
健康医科学創造
医療経営政策学（医療環境管理学）

（臨床薬効評価学）
分子循環代謝病学
抗加齢医学

医療経営政策学
医療安全管理学
医療品質評価学
臨床試験データ管理学抗加齢医学

統合画像情報学
薬理動態学

（７講座）

臨床試験デ タ管理学

健康空間情報学＊

（６講座）

臨床
免疫細胞治療学

学融合の拠点！学融合の拠点！
免疫細胞治療学
加圧トレーニング・虚血循環生理学
関節疾患総合研究
コンピュータ画像診断学/予防医学

２２世紀医療センター
寄付講座 １９講座 （終了４講座）
社会連携講座 １講座

臨床運動器学
重症心不全治療開発
腎疾患総合医療学

（７講座）

社会連携講座 １講座

（７講座）



医療政策・社会医学・医療情報・データベース研究開発 医療政策 社会医学 医療情報 タ
（佐川急便「ホスピタル・ロジスティックス」）
（健康情報学）
健康医科学創造
医療経営政策学

研究開発
臨床分子疫学
統合的分子代謝疾患科学
先端臨床医学開発
（医療環境管理学） 医療経営政策学

医療安全管理学
医療品質評価学
臨床試験データ管理学

（医療環境管理学）
（臨床薬効評価学）
分子循環代謝病学
抗加齢医学 臨床試験デ タ管理学

健康空間情報学＊

（６講座）

抗加齢医学
統合画像情報学
薬理動態学

（７講座）

臨床
免疫細胞治療学

学融合の拠点！

２２世紀医療センター
寄付講座 １９講座 （終了４講座）
社会連携講座 １講座

免疫細胞治療学
加圧トレーニング・虚血循環生理学
関節疾患総合研究
コンピュータ画像診断学/予防医学 社会連携講座 １講座
臨床運動器学
重症心不全治療開発
腎疾患総合医療学

（７講座）（７講座）



糖尿病740万人
予備群880万人

日本における糖尿病患者急増

日本人における遺伝素因と環境因子の
目的

糖尿病 890万人
予備群 1320万人

日本における糖尿病患者急増

日本人における遺伝素因と環境因子の

相互作用による生活習慣病発症様式を
目的 予備群880万人

明らかにし、予防・診断・治療に役立てる

目的

病遺 素 情報

相互作用による生活習慣病発症様式を
明らかにし、予防・診断・治療に役立てる

目的

全ゲノム解析 遺伝⼦多型 (SNP)

相関解析

生活習慣病環境因子情報生活習慣病遺伝素因情報

SNPの 生活習慣

環境因子・遺伝因子
統合デ タベ ス

遺伝子型 情報相関解析
糖尿病 健常者

罹患
同胞対法

方法
環境因子・遺伝因子

統合データベース
詳細な食物摂取量
の聞き取り調査など

遺伝子型罹患
同胞対法

方法 統合データベース

２型糖尿病感受性遺伝⼦

方法 統合デ タベ ス の聞き取り調査など

生活習慣病発症リスクの正確な予測法

方法

候補染⾊体領域
（計６箇所）

糖尿病リスク =  0 +  1  SNP1 +  2 SNP2 + 3 SNP3 … ...

+  f 栄養素摂取量 …………………… ..

 i 環境因子 遺伝因子交互作用

生活習慣病リスク=  0 +  1  SNP1+  2 SNP2+ 3SNP3… ...

+  f 栄養素摂取量…………………… ..

 環境 遺伝 交 作

生活習慣病発症リスクの正確な予測法

+  i 環境因子・遺伝因子交互作用 …… .

効果

+ i 環境因子・遺伝因子交互作用…… .

効果 効果的な糖尿病の1次予防 糖尿病発症様式・病態の分子診断 最適な治療法の提供

糖尿病新規発症者の抑制・糖尿病治療水準の向上へ

効果効果 な糖尿病 防 糖尿病発症様式 病態の分子診断 最適な治療法の提供



アディポネクチンの遺伝的・後天的欠乏はアディポネクチンの遺伝的・後天的欠乏は22型糖尿病・型糖尿病・

メタボリックシンドローム・心血管病の主要な原因であるメタボリックシンドローム・心血管病の主要な原因である

遺伝因子
環境因子

（アディポネクチン仮説：（アディポネクチン仮説：KadowakiKadowaki T. et al. T. et al. J.Clin.InvestJ.Clin.Invest. 116: 1784. 116: 1784--1792, 2006)1792, 2006)

遺伝因子

本人 約 が

アディポネクチン遺伝子多型
肥満を来たす環境因子

（高脂肪食、運動不足など）
日本人の約40％が

アディポネクチン低値の

素因を保持
戦後の急速な

(Diabetes 51: 536, 2002)
(Nature Medicine 7: 941, 2001)
(Nature Genetics 30: 221, 2002)

脂肪細胞から出る抗糖尿病ホルモンの
アディポネクチンの欠乏

戦後の急速な

生活習慣の欧米化

アディポネクチンの欠乏

(J. Biol. Chem. 277: 25863, 2002)
骨格筋

血 管

動 脈 硬 化

肝臓

インスリン抵抗性・2型糖尿病
動 脈 硬 化

(Nature Medicine 7: 941, 2001)
(Nature Medicine 8: 1288, 2002)

(J. Biol. Chem. 278: 24618, 2003)

メタボリックシンドローム



アディポネクチンアディポネクチン--AdipoR1/AdipoR2AdipoR1/AdipoR2によるによる
代謝・生理機能の統合的調節代謝・生理機能の統合的調節

AdipoR2脂肪細胞
肥大化

炎症

アディポカイン調節
炎症抑制

酸化ストレス抑制

AdipoR2脂肪細胞

アデ ポネクチン

酸化
ストレス

虚血

酸化ストレス抑制

アディポ
ネクチン

アディポネクチン
アディポネクチン

分泌低下
(Nature Med. 7: 941, 2001)
(Nature Genet 30: 221 2002)

アディポネクチンAdipoR1
AMPK

AdipoR1,AdipoR2

PPARAMPK

(Nature Genet. 30: 221, 2002)

AdipoR2 ⾎管

⾻格筋
糖取り込み促進
脂肪燃焼促進

肝臓
糖新⽣抑制

PPARAMPK

動脈硬化抑制

脂肪燃焼促進
ミトコンドリア機能亢進

運動持久⼒亢進
type 1 fiber増加

糖新⽣抑制
脂肪燃焼促進

(Nature Med. 8: 1288, 2002) type 1 fiber 増加
(Nature 423: 762, 2003)
(Nature Med. 13:332, 2007) (Nature Med. 8: 1288, 2002)

(Nature 423: 762, 2003)
(Nature 434: 1313, 2010)

(J. Biol. Chem. 278: 2461, 2003)



アディポネクチン

Adi R1 M tf i食事療法

運動療法
肥満

AMP

AdipoR1

Ca2+

Metformin食事療法

運動療法

AMPK

CaMKK LKB1

CaMK

SIRT1

NAD+/NADH

PGC-1
AC

SIRT1

Nucleus

PGC-1
PGC 1 の発現量 PGC 1 の活性化

PGC-1
target genes

AC P

PGC-1

PGC-1 の発現量 PGC-1の活性化

ミトコンドリアの生成、酸化的リン酸化の促進、タイプI筋線維の増加

(Nature 464: 1313-1319, 2010)

アディポネクチン/AdipoR1シグナルが
骨格筋において運動模倣効果を有する事を明らかにした



世界に先駆けた世界に先駆けた2222世紀の臨床への橋渡し研究の推進世紀の臨床への橋渡し研究の推進

エネルギー貯蔵

iPS細胞 白色脂肪細胞

エネルギ 貯蔵

iPS細胞を用いた機能解析
ヒト組織発現・機能解析糖尿病 健常者

白色脂肪細胞

野生型マウス AdipoR欠損マウス

エネルギー蓄積エネルギー消費

アディポネクチン受容体の代謝制御の解明

GWASによる新規２型糖尿病
感受性遺伝子の同定

アディポネクチン受容体の代謝制御の解明

(Nature Med. 13: 332, 2007, Nature 464: 1313, 2010) エピゲノム創薬

アディポネクチン／ＡｄｉｐｏＲを中心とした
代謝機構の統合的解明の成果を結実すると代謝機構の統合的解明の成果を結実すると

共に次のステージ展開として、社会還元・
社会貢献に向けた基礎医学・臨床医学・

トランスレーショナル研究を基盤とした糖尿病・

立体構造解析に基づく
新規AdipoR作動薬の探索及び抗体

創薬

ラ ナ 研究を 糖尿病
メタボリックシンドロームの画期的新規

診断法・治療薬・治療法の
開発・実現化を目指す



毎日新聞 朝刊



抗加齢(アンチエイジング)医学の目指すもの

‐健康長寿

‐予防医学 食事 栄養 サプリメント 運動

‐健康日本２１による国民の健康増進にも合致‐健康日本２１による国民の健康増進にも合致

‐病気になる以前から対象となる

‐アンチエイジングドック

全身的医学 社会との関係‐全身的医学 社会との関係

‐科学的根拠 基礎医学の重要性

‐老化のメカニズムの解明

個体 臓器 細胞の老化個体、臓器、細胞の老化





CR



研究開発 医療政策・社会医学・医療情報・データベース研究開発
臨床分子疫学
統合的分子代謝疾患科学
先端臨床医学開発
（医療環境管理学）

医療政策 社会医学 医療情報 タ
（佐川急便「ホスピタル・ロジスティックス」）
（健康情報学）
健康医科学創造
医療経営政策学（医療環境管理学）

（臨床薬効評価学）
分子循環代謝病学
抗加齢医学

医療経営政策学
医療安全管理学
医療品質評価学
臨床試験データ管理学抗加齢医学

統合画像情報学
薬理動態学

（７講座）

臨床試験デ タ管理学

健康空間情報学＊

（６講座）

臨床
免疫細胞治療学

学融合の拠点！

２２世紀医療センター
寄付講座 １９講座 （終了４講座）
社会連携講座 １講座

免疫細胞治療学
加圧トレーニング・虚血循環生理学
関節疾患総合研究
コンピュータ画像診断学/予防医学 社会連携講座 １講座
臨床運動器学
重症心不全治療開発
腎疾患総合医療学

（７講座）（７講座）



関節疾患総合研究講座：講座のコンセプト

L ti d 運動器の障害のために要介護となる危険の高い状態

要⽀援の原因 要介護の原因

Locomotive syndrome:運動器の障害のために要介護となる危険の高い状態

その他
⽼衰
22.2％

脳卒中
29.1％その他

23.1％

関節症
17.5％

31.6％

⼼臓病
⽼衰

3 ％

関節症
8.9％

脳卒中
11.8％

⼼臓病
6.5％/⾻折・

転倒
10.5％

14.9％⾻折・
転倒
10.9％

認知症
12.5％

疾患名 総数 男性／女性

変形性腰椎症（腰椎OA） 3 790 1 890/ 1 900変形性腰椎症（腰椎OA） 3,790 1,890/ 1,900

変形性膝関節症（膝OA） 2,530 860/ 1,670

骨粗鬆症：腰椎 640 80/ 560骨粗鬆症：腰椎 640 80/    560

骨粗鬆症：大腿骨頚部 1,070 260/    810



活動内容：Locomotive syndrome の予防・治療法確立
のための疫学的検討

Locomotive syndrome：膝OA・腰椎OA・⾻粗鬆
症を有する割合

(%) 男性100 (%) 女性100

2つ

1つ

(%) 男性

50

100 (%) 女性

50

100

2つ

3つ

0

50

0

50

Age 
(yr.)

生活習慣病がQOLに影響を与える度合

<40 50 6040 70 80+
0

<40 50 6040 70 80+
0

圧迫⾻折 腰椎OA 膝OA CVD DM 認知症
0

⾼⾎圧

Beta

例
-0.1

3,040例
10年以上の追跡を予定

CVD:心血管障害



活動内容：Locomotive syndrome の客観的・定量的な
画像診断・評価基準の確立

XP画像定量化（KOACAD)

MRIによる軟骨定量評価

MRIによる
軟骨定性評価

全自動のXP画像解析

軟骨定性評価

MRI
+αα

MRI:Quantitative 3D Analysis

MRI:T2 mapping
広く普及したXp画像から、MRIによる
詳細な評価を網羅した画像解析法を開発



これまでの成果と将来への展望

これまでの成果 将来の展望これまでの成果

最新の画像診断技術を疫学研究に

将来の展望

ゲノムと環境因⼦情報を網羅した
組み込み、OAの診断基準を設定 ROAD臨床データベースの解析により

Locomotive syndromeの危険因⼦の解明

Locomotive syndromeの予防法
原因療法の確⽴原因療法の確⽴

医工連携・産学連携
大学発の技術を実用化に 膝をモデルとしたその他の関節の定量評価



重症心不全・終末期医療重症心不全・終末期医療

{{重症心不全治療開発講座重症心不全治療開発講座}}

①薬物治療①薬物治療①薬物治療①薬物治療
(β(β--blocker, ACEI)blocker, ACEI) ⑥体外式カウンターパルセーション⑥体外式カウンターパルセーション

補助循環補助循環 (Compact CP)(Compact CP)
②外科治療②外科治療

(CABG, (CABG, 左室形成、左室形成、MVP)MVP)

重症心不全集学的治重症心不全集学的治
療療

③心臓再同期療法③心臓再同期療法
(CRT, CRT(CRT, CRT--D)D) ⑦和温療法⑦和温療法

((低温サウナ低温サウナ))
療療

⑨心臓再生医療⑨心臓再生医療

((低温サウナ低温サウナ))

④心臓リハビリ④心臓リハビリ

⑨心臓再生医療⑨心臓再生医療

⑧補助人工心臓治療⑧補助人工心臓治療
⑤心臓移植⑤心臓移植

⑩先端的心機能⑩先端的心機能
評価システム評価システム

成人移植成人移植 小児移植小児移植

標準的な先端的心不全治療標準的な先端的心不全治療 技術的には確立した先端的医療技術的には確立した先端的医療

評価システム評価システム入院治療入院治療 在宅治療在宅治療

研究開発を必要とする先端的医療研究開発を必要とする先端的医療 技術発展が期待される先端的医療技術発展が期待される先端的医療



本邦施設別心臓移植数本邦施設別心臓移植数
(2010.12.04, 総数86例)

((心肺同時移植心肺同時移植11例を含む例を含む))((心肺同時移植心肺同時移植11例を含む例を含む))
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脳死臓器提供脳死臓器提供
法改正前法改正前 1997.101997.10～～2010.72010.7 8787例例 (( 6.86.8例例//年年))
法改正後法改正後 2010 72010 7 2010 122010 12 2121例例 (50 4(50 4例例//年年))

臓器提供臓器提供

法改正後法改正後 2010.72010.7～～2010.122010.12 2121例例 (50.4(50.4例例//年年))



EVAHEART, EVAHEART, DuraHeartDuraHeart 製造販売の承認製造販売の承認
厚生労働大臣承認厚生労働大臣承認((平成２２年１平成２２年１22月月88日日))厚生労働大臣承認厚生労働大臣承認((平成２２年１平成２２年１22月月88日日))



研究開発 医療政策・社会医学・医療情報・データベース研究開発
臨床分子疫学
統合的分子代謝疾患科学
先端臨床医学開発
（医療環境管理学）

医療政策 社会医学 医療情報 タ
（佐川急便「ホスピタル・ロジスティックス」）
（健康情報学）
健康医科学創造
医療経営政策学（医療環境管理学）

（臨床薬効評価学）
分子循環代謝病学
抗加齢医学

医療経営政策学
医療安全管理学
医療品質評価学
臨床試験データ管理学抗加齢医学

統合画像情報学
薬理動態学

（７講座）

臨床試験デ タ管理学

健康空間情報学＊

（６講座）

臨床
免疫細胞治療学

学融合の拠点！

２２世紀医療センター
寄付講座 １９講座 （終了４講座）
社会連携講座 １講座

免疫細胞治療学
加圧トレーニング・虚血循環生理学
関節疾患総合研究
コンピュータ画像診断学/予防医学 社会連携講座 １講座
臨床運動器学
重症心不全治療開発
腎疾患総合医療学

（７講座）（７講座）



医療品質評価学講座

医療の質向上 ｜ li i

医療品質評価学講座は「医療の質向上」というコンセプトを主軸に，臨床現場

医療の質向上 ｜quality improvement

医療品質評価学講座 医療 質 」 う を 軸 ，臨床現場
のスタッフの方々との連携の下で研究・実践活動を行っています．当講座で
は，各領域において臨床現場が理解・納得できる指標を同定し，継続的に情報
を活用するための臨床データベースの構築・運営の支援を行っています．一方
で実証的なデータに基づいた「医療の質評価」や「アウトカム分析」，「政策研
究」や，医学研究における学術的質の担保，医療の質の評価法など，学術的
方法論の構築・体系化についても取り組んでいます．



医療品質評価学講座

質の評価 ｜ performance measurement

適切な指標を求めるには臨床現場が理解・納得できる情報を継続的に収集し，
その情報を分析・活用するデータベース事業を行うことが極めて重要となりま

質の評価 ｜ performance measurement

その情報を分析 活用するデ タベ ス事業を行うことが極めて重要となりま
す．医療品質評価学では，第1期では心臓外科領域と連携し共同研究だけでな
く，臨床現場へのフィードバックや，政策分析を行ってきました．

ある条件下でのある条件下での
患者アクセスのシミュレーション



医療品質評価学講座

National Clinical Databaseへの展開

医療品質評価学講座の第2期

National Clinical Databaseへの展開

療 質評価 講 第 期
においては，循環器領域にお
ける外科・内科の連携だけで
なく，その他の外科領域と広く
連携し，医療の質向上に向け
た実践的取り組みを支援して
います．

このような中，2010年4月には
日本外科学会と関連する10学
会の連携の下で 般社団法会の連携の下で，一般社団法
人National Clinical Database
が設立され，2011年1月1日の
手術 治療症例から登録が行手術・治療症例から登録が行
なわれています．



医療品質評価学講座

領域の垣根を越えた実践 研究の支援

1．専門医制度のあり方の検討，専門医・施設認定

領域の垣根を越えた実践・研究の支援

1．専門医制度のあり方の検討，専門医 施設認定
2．医療水準の把握と改善に向けた取り組み，政策提言
3．大規模データベースに基づいた臨床研究実施



日本の臨床試験は何故弱いか？日本の臨床試験は何故弱いか？

日本人は文化的な側面から品質管理には強い• 日本人は文化的な側面から品質管理には強い
一方で、臨床試験では「費用対効果」を考える意
識が弱い識が弱い

• 臨床試験におけるデータ管理の本質は、公正
かつ科学的評価（解析）のための品質を適切なかつ科学的評価（解析）のための品質を適切な
レベルにすることと理解されていない
– 臨床試験において「データ管理が必要な理由」を」

まとめ、教育されていることがなかった

• グローバル化に対応するためには、各文化を
理解して自分で判断する人材が必要理解して自分で判断する人材が必要
– これを教育するプログラムが無い



講座が目指すべき方向性講座が目指すべき方向性

臨床試験 おけるデ タ管理 研究と体系• 臨床試験におけるデータ管理の研究と体系
化を目指した教育の実践
• 臨床試験支援モデルの提供

– 組織体系

– 品質管理、品質保証システム

– 各種ポリシーやSOPの整備と公開

• 外部人材の受け入れ（OJTなど）
– 臨床試験のプロセスを把握/構築できるデータマネー

ジ の生産ジャーの生産

• 臨床（試験）データ管理学の学問としての体系化



講座が実施している活動講座が実施している活動

• 臨床研究方法論セミナー（年1回、公開）

• SPH での講義を実施

教育教育

（米国など）海外アカデミアデ タセ

研究者交流

SPH での講義を実施

医学研究コンサルテ シ ン

東大病院東大病院

• （米国など）海外アカデミアデータセ
ンターとの連携

• （日本）NPOや他大学・施設との教
育・連携• 医学研究コンサルテーション

• 統計解析コンサルテーション

臨床研究支援センター臨床研究支援センター

育・連携

グローバル化への情報収集

• 統計・データマネジメント部門として連携

臨床研究支援センタ臨床研究支援センタ

• Society for Clinical Data 
Management (米国) によるデータ
マネジメント業務の標準化

• データマネジメント／統計解析に関して運
営協力

TRTR • CDISC (UMINとの協力） による臨
床試験データ構造の標準化の議論



成果と展望成果と展望

教育（研究者 企業）• 教育（研究者、企業）
– 臨床研究方法論セミナー（累計300人以上受講）

• コンサルテーション（統計 データ管理）• コンサルテ ション（統計、デ タ管理）
– 研究者（東大病院を中心に年間50以上）
– 企業（社内教育、治験のコンサルタント）企業（社内教育、治験 ンサルタン ）

• 研究支援
– 研究者主導臨床研究（統計、データ管理）

• 今後は臨床研究支援センターの業務を中心に
• TRセンター（東大橋渡し研究拠点）の支援

• グローバル活動グロ バル活動
– 海外アカデミアとの連携を強化し、教育・支援活動への反

映を図る



22世紀医療センタ 設⽴
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22世紀医療センター設⽴



And Where We Are
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And Where We Are 



22世紀医療センターは設⽴７年⽬に⼊り、着実に実績を
積み重ねている。積み重ねている。

東京⼤学および東⼤病院として産学官連携を⽀援する
環境は⾼⽔準に整っており、さらに進化を続けている。

これまでの成果に飽くことなく、さらに活動を充実させ、
社会に向けたより⼀層の成果を上げることが求められる。
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